
 

 

矢掛町は日本のフロントランナー 
木口 利男 

ＤＦ Web HP ニュー ス５月号のメンバーズ・エッセーで会員の猪熊さん

が書かれた "「グローバル」も良いけれど" を読み、一人の校長先生の存

在が頭に浮かんだ。私の母校である岡山県立矢掛高校の川上公一さんであ

る。 

昨年末、DF 俳句同好会の藤村さんのアドバイスを受け、母校の高校生向

けの講演会の企画を川上先生に持ち込んだ。その際、川上先生から矢掛高

校における教育方針と母校の後輩の国際的な活躍の実情につき説明を聞き、なかなか地方

高校にしては頑張っているなと感じていた。 

川上先生は５９歳、矢掛中学校の校長から高校の校長に昇任した全国でも稀有な先生で

ある。弁も立つし視野も広くアントレプレナー的発想*のできる方で、猪熊さんと引合わせ

ると面白い対談になるのではと感じ、早速事務局長の保坂さんを通じ猪熊さんと川上先生

の対談をアレンジした。 

５月２０日、猪熊さんのシマである日本記者クラブで対談開始。双方自己紹介の後、主

として川上先生から矢掛町の実情、そして矢掛高校における教育の具体的事例の説明を行

ってもらった。話が進むにつれ、「そうそう、そうなんだ」「そんなことも起きているの

か」といった相づちが猪熊さんから頻発した。 

矢掛町（やかげちょう）は岡山県西部に位置し、古くは吉備文化圏の一部で吉備真備の

生まれた土地で、囲碁発祥の地ともいわれる。安倍晴明が修行した阿部山や、豊臣秀吉の

高松城水攻めの際毛利輝元の本陣が置かれた猿掛城の跡地も存在する。旧山陽道の要衝の

宿場町で本陣、脇本陣が揃って保存されている全国で唯一の町である。かつて篤姫が宿泊

し当地名物の「柚べし」を多数購入したという記録も残っている。人口はピーク時から半

減し現在は１５,０００人。６５歳以上人口の比率は全国平均を大きく上回っている典型的

な過疎が進行する地方の自治体である。 

矢掛高校は県内４番目の中学校として明治３５年に開校。かつては高校の敷地内に寄宿

舎も有し、台湾からの留学生も受け入れていた。平成１６年に矢掛商業高校を吸収し、定



員１６０名の町内で唯一の高等学校となった。平成１１年の小学区制から中学区制に移行

に伴い、町内の優秀な生徒の近隣高校への流出が始まり、川上先生が校長就任時は主たる

生徒の供給源である矢掛中学から同高校への進学率は３０％台に低下、一時は存亡の危機

に瀕したが先生方の努力で、今年は５０％台まで進学率が回復したとのこと。 

川上先生の教育方針は、猪熊さんが

エッセーで主張された「ローカルで活

躍できる人材の育成」を体現する " 

Think global, Act local " 。猪熊さ

んも感心されておられたのは高校生と

地域との連携である。小学区制廃止の

結果、県内でトップ高校への一極集中

が進んでいるが、矢掛高校はトップ高

校とは一線を画し、生徒の地域活動へ

の参画に力を入れ、将来矢掛町に戻り

活躍してくれる人材を育てようとしている。地域の観光協会主催のツアープランコンテス

トで優勝した生徒も出た。地域振興、総合政策といった学部を持つ地方公立大学への進学

希望者も増えていて、一言でいえば地に足がついた教育が実施されているといった印象で

ある。また一方で国連「ユネスコスクール」に加盟し、ユネスコ世界大会に毎年代表者を

送り込んでいる点はグローバルな視点も失っていない。まさに猪熊さんの主張される、大

学を卒業した後郷里に帰って「仕事を創出する」人材の育成に取組んでいるわけだ。 

猪熊さんが懸念されていた人口減による自治体の消滅危機については、川上先生によれ

ば矢掛町は総務省が発表した消滅自治体にも含まれておらず、人口が減る中で何とか縮小

均衡が取れ存続していくだろうとの説明があった。このあたりになると校長というよりは

町長の話を聞いているようで猪熊さんからも次期町長への出馬を勧められた。因みに矢掛

町は工場誘致にも力を入れているが、主たる産業は農林業で、平成の大合併では近隣の倉

敷市、井原市との合併は選ばす自主独立路線を維持し財政状態も良いそうである。 

一方大合併で高等学校が統合された

地域では、若者が遠方の高校に進学せ

ざるを得なくなり、地元に残る若者が

減り地域の活力が失われているそうで

ある。矢掛町では高校生が地域と連携

することで、商店街の商品開発や、商

店街主催の大名行列に参加して行事を

盛り上げている。「高等学校は地域の

核」であるという認識が川上先生から

示さ、猪熊さんも同意されていた。 

地域ぐるみの子育て活動に参加する矢掛高校生（拡大可） 

伝統の大名行列（拡大可） 



すっかり意気投合されたお二人の話は GHQ による戦後の教育改革にも広がり、止まるこ

とを知らぬという雰囲気で予定の２時間はあっという間に過ぎ名残は尽きなかったが、お

互い次の予定もあり、今回の対談はお開きとなった。最後に期せずしてお二人から「矢掛

町は人口減少社会を迎えた日本のフロントランナーだ」という趣旨の発言が有ったのは印

象的だった。 

きぐち としお ディレクトフォース会員（８８６） 

元富士銀行 

 

註：アントレプレナー的発想：不確実性をビジネスチャンスに変える、企業家的戦略的発想 

ユネスコスクール：１９５３年、平和や国際的な連携を学校での実践を通じて促進することを目的に設けられた 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「一般社団法人ディレクトフォース」は、２００２年に当時の有力な財界人や官界人の賛同を得て設立さ

れました。企業経営の中枢を担われた方や官界出身の高い見識をお持ちの方が「社会に役立ち」「生きがい

を感じる」ことを目的として、「Director」と「Force」を合体させた「ディレクトフォース」の名称でス

タートしました。現在では実働約６００名の会員を擁する団体に発展しており、ＤＦ（でぃーえふ）とい

うニックネームで会員はもとより一般社会にも親しまれております。 


